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　動物ボランティアには、ねこの適切な飼い
方のほか、病気の診断も相談されます。
　不幸なねこを保護している方に限らず、ね
こを譲りうけた飼い主さんや、ペットのねこ
の飼い主さんなどさまざまの方々からです。

　人間の体調不良と違い、問診のできない具
合の悪いねこの健康について、間接的な情報
だけからの判断は難しいことです。
　多くのねこのそれぞれの健康について、た
くさん巡り会い、経験豊かなボランティアで
も、学識的な専門知識を磨く獣医師ではあり
ません。
　獣医さんですら、治療する動物を飼ってみ
て経験をし、来院する同じ動物に直接触れて、
更に獣医療の臨床経験を積まないと、プロと
しての治療ができない、といわれるほどです。
　来院しない飼い主さんからの口伝えの情報
では、具体的な診断を控える獣医師さんの例
も知らされています。

　動物ボランティアに症状を伝えても、一般
的なアドバイスはできますが、その動物に最
も合う適切な治療は困難です。
　しかし、ねこの健康をまもるためのフード
や、毎日の生活環境を整えること、生態や習
性・生理のほか感染症の知識を持つこと、適
切な飼い方のほか、飼い主さんのさまざまな
事情に合った方法などは、獣医さん以外から
の情報を得ることもできます。
　また、排便や挙動、外観などから、果たし
て健康なのか、何かの不調なのかを知ること
もできますが、病気を治す方法は、専門の医
療知識や技術を持つ獣医さんの分野と考えら
れます。

　獣医さんは、動物の健康を維持し又は回復
させるために通院する顧客や、動物の健康に
責任をもたなければいけない顧客と動物との
関係などについても、動物への治療と同様に
社会的な責任を負わされています。
　ねこに何かの体調不良の思われる際には、
社会貢献に理解のある獣医師さんと巡り会う

方法と同じで、通院する前に電話などでお問
い合わせすることもできます。（※獣医師と
巡り会う、は項目別途）　人間の医療と同様
にインフォームドコンセントの考えや、医療
過誤、医療事故を防ぐ対策などを求める風潮
が高まっていますので、開業獣医さんに限ら
ず、医師の事業者組織なども率先して改革を
すすめているようです。

　ねこの疾病治療や健康管理を目的に、信頼
できる獣医さんと巡り会うための目安も考え
られています。
　ねこの数十種類にも及ぶ感染症や、ペット
動物の産まれながらの疾病障害などは、人間
がなんらかの目的を持って、それぞれの近い
種を人為的に繁殖させるなどの結果、それま
でになかった病気や傷害、生理異常などを発
生させたとされています。
　獣医師ならではの専門的な知識を持つ動物
病院では、飼い主の通院させるねこへの治療
技術のほか、感染症や新たな疾病の発生を防
ぐための飼い主指導も欠かせなくなっていま
す。
　通院するねこや動物が、例え今は健康でも、
人の作為から意図的に繁殖させられたり、そ
のほかの不適切な行為を強いられることによ
り、さまざまな弊害を後世にもたらす恐れを
あわせ持っています。
　これらの実害を防ぐ専門的な知識や技術を
獣医師は兼ね備えながら、獣医療に携ること
になります。（※ねこの感染症や、近交劣化
現象=近い種同士の人為的繁殖、などについ
ては、項目別途）

　通院顧客と治療をうける動物と、動物病院
との信頼関係を築く目安のひとつに、従来は
タブー視されがちだったことがらの見直しも
あげられます。

　獣医師の社会貢献の一環として、今までは
知られることの少なかった身近な現実を、獣
医療に取り込みながら経営される病院と巡り
会うことも不可能ではありません。
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※（項目別途）には、発行計画中の頁を含みます。




